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竹中 修 ･平井啓久 (兼任)･中村 伸 ･浅岡一雄
<研究概要>
A)DNA分析による霊長類の系統解析
























































およびグループケージ飼育サルの感染 (抗体)モニターに実用化した (INNINARP･林 隆志､
N.Mirannda､TPC･長 文昭､霊長研 ･清水慶子とも共同)0
H)霊長煩モデルにおけるBV退伝子ワクチンに関する研究
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ニホンザル野外観察施設
渡過邦夫 (施設長併任)･室山泰之 ･足滞貞成 1)ノ
近年野生ニホンザルの人里への接近と農作物被害の増加が全国各地から報告されるように
なり､日本固有種であるニホンザルの保護 ･管理に対する取り組みの必要性が指摘されている｡
このような情勢の中､本施設では､ニホンザル個体群や生息環境の変化を把捉することが保護 ･
管理を考える上で不可欠であるとの認識に立ち､基本的な生態学的資料を各地で継続的に収集す
る体制を整えることを長期的な目標として研究活動をおこなっている｡また､野生ニホンザルの
保護 ･管理にかかわる研究にも積極的に取り組んでいる｡
昨年度に引き続き､各研究林でおこなわれている長期的な調査にスタッフができるだけ参加
し､各地での研究活動の現況の把握に努めた｡具体的には､下北半島でニホンザルの生息状況の
把握と屋久島西部林道地域でのニホンザル生息調査がおこなわれた｡また､保護･管理に直接か
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